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「NPO法人地域福祉ネットワークいわき」は、高齢者「NPO法人地域福祉ネットワークいわき」は、高齢者
や障がい者をはじめとした誰もが自らの意思により、や障がい者をはじめとした誰もが自らの意思により、
どこでどのように暮らすか（暮らしたいか）を決め、どこでどのように暮らすか（暮らしたいか）を決め、
実践することのできる地域社会の実現を目指し活動実践することのできる地域社会の実現を目指し活動
しています。しています。
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〒970-8026　 福 島 県 い わ き 市 平 字 菱 川 町 １ － ３〒970-8026　 福 島 県 い わ き 市 平 字 菱 川 町 １ － ３
（いわき市社会福祉センター３階）（いわき市社会福祉センター３階）

TEL.TEL.0246-68-76120246-68-7612　　FAX.FAX.0246-21-76180246-21-7618
第31号の内容第31号の内容
★★地域包括支援センターのご案内地域包括支援センターのご案内

★★地域でリハビリいきいき自立生活地域でリハビリいきいき自立生活

★★こんな活動していますこんな活動しています

★★局長コラム局長コラム

お近くの お近くの 障がい者相談支援センター障がい者相談支援センター

北部地域（平・四倉・久之
浜大久・小川・川前）
平地域包括支援センター内
いわき市平字梅本21

（いわき市役所本庁舎内）
☎(直通)0246-22-1132

小名浜地域
小名浜地域包括
支援センター内
いわき市小名浜花畑町34-2（小

名浜地区保健福祉センター内）
☎(直通)0246-92-0415

勿来・田人地域
勿来・田人地域包括
支援センター内
いわき市錦町大島1

（勿来支所内）
☎(代表)0246-63-2111（内線）5389

常磐・遠野地域
常磐・遠野地域包括
支援センター内
いわき市常磐湯本町吹谷
76-1（常磐支所内）
☎(代表)0246-43-2111（内線）5586

内郷・好間・三和地域
内郷・好間・三和地域包括
支援センター内
いわき市内郷高坂町四方木田191
（総合保健福祉センター内）
☎(直通)0246-27-8660

いわき基幹
相談支援センター
いわき市平字梅本21

（いわき市役所本庁舎内）

☎0246-22-1130

地域生活支援
コーディネーター
☎080-9634-7048

相談は無料です。
プライバシーも
守りますのでお気軽に
ご相談ください！！

　地域で暮らす障がいのある方やそのご家族、支援者に、介護・福祉・医療など、総合的な相談支援を行っています。
障がいの内容や年齢、手帳の有無を問わず相談ができますので、みなさまが住み慣れた地域で、地域の一員とし
て自分らしい生活を送ることができるよう、いわき障がい者相談支援センターをご利用ください！

　妻に「断捨離して」と言われ続けて久しい。妻本
人が整理整頓したいのと、私の死亡時に子どもたち
に迷惑をかけたくないためらしい。
　我が家では、私の部屋のみが雑然とし、本や雑誌、
コピー類が散乱している。私は、その散乱状態その
ものが、私自身が社会と繋がっている証しだと考え
ており、「断捨離はもう少し先のこと」と内心思っ
ている。

　同時に、いずれは一切の役割や責任を負わない日
常が自分にも訪れることを期待しており、その時は
社会と繋がる一切のものを処分しようと考えてい
る。私は、その来るべき日常を〝人生の夏休み〟と
考えており、可能な限り早期にかつ健康な状態で迎
えたいと密かに願っている。それまでの間、私自身
が妻に断捨離されないよう心掛けたいと思う。

（園部）

局長
コラム

断 捨 離断 捨 離

　四倉・久之浜大久地域包括支援センターでは、もの忘れが　四倉・久之浜大久地域包括支援センターでは、もの忘れが
気になる方や認知症の方とそのご家族の関係性や関わり方気になる方や認知症の方とそのご家族の関係性や関わり方
を、専門的に支え調整し、在宅生活の安定と継続を図ることを、専門的に支え調整し、在宅生活の安定と継続を図ること
を目的とした一体的支援プログラム「ミーティングセンターを目的とした一体的支援プログラム「ミーティングセンター
寄るべ寄るべ」を運営しています。もの忘れから生じる不安を抱え」を運営しています。もの忘れから生じる不安を抱え
ながらの生活はつらいものですが、当事者がやりたいことをながらの生活はつらいものですが、当事者がやりたいことを
実践した達成感から得られる自信と、自信を取り戻した様子実践した達成感から得られる自信と、自信を取り戻した様子
を家族が実感できたときの安心感は、両者の前向きな気持ちを家族が実感できたときの安心感は、両者の前向きな気持ち
を育み、認知症と共に生きる上で重要な役割を果たします。を育み、認知症と共に生きる上で重要な役割を果たします。
「寄るべ」では、月１回海嶽寺につどい、活動や交流をして「寄るべ」では、月１回海嶽寺につどい、活動や交流をして
います。活動の内容は様々で、時には外食に出かけたりお抹います。活動の内容は様々で、時には外食に出かけたりお抹
茶を立ててみたり…。参加者のやりたいことを実現できるよ茶を立ててみたり…。参加者のやりたいことを実現できるよ
う努めています。また、当事者・家族の交流の中で、認知症う努めています。また、当事者・家族の交流の中で、認知症
への考え方の整理や、家族へ寄り添える、より良い接し方のへの考え方の整理や、家族へ寄り添える、より良い接し方の
気づきに繋がるような関わりを心掛けています。気づきに繋がるような関わりを心掛けています。

こんな活動

  しています

●�由来：�海嶽寺�先代住職�鬼生田俊英�老師のことば…「お寺は心の
『寄る辺』です」から会の名前をいただきました。

●住所：いわき市四倉町字梅ヶ丘119-1

つどいの場での
介護予防講話

介護支援専門員との

勉強会開催

窓口相談対応の様子

地域包括支援センターは地域包括支援センターは、、地域で暮らす高地域で暮らす高齢齢者の者の
みなさまを介護、福祉、健康、医療など様々なみなさまを介護、福祉、健康、医療など様々な
面から面から総合的に支援する機関です。総合的に支援する機関です。

NPO法人�地域福祉ネットワークいわき事務局
いわき市平字菱川町1-3（いわき市社会福祉センター３階）
☎0246-68-7613 ／0246-21-7618

福島県
いわき
合同庁舎

平地域包括
支援センター
（市役所本庁舎内） 平中央公園

新川

ネットワーク
いわき

いわき
芸術文化
交流館
アリオス

入居・入所・葬送等支援事業についてはこちら入居・入所・葬送等支援事業についてはこちら
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保 健 師

活　動　事　例

　主任介護支援専門員は、地域の介護支援専門員が働き

やすい環境の整備や高齢者のみなさまを支えられる

地域をつくるため、多職種との連携強化を目的とした

交流会や勉強会を定期的に開催しています。

　昨年の台風によって大きな被害を受けた地域では、

介護支援専門員から「高齢者のみなさまの安全を守り、

災害時にも対応できるよう連携強化をしていきたい」と

の意見が上がったため、介護支援専門員向けに災害時の

対応について勉強会を開催しました。勉強会では、意見

交換を行いながら、災害時の対応方法について共通した

計画書の作成や机上訓練を行っています。

　勉強会や交流会により多職種連携と顔の見える関係

構築およびスキルアップが図られ、よりよい高齢者支援

につながるよう取り組んでいます。

活　動　事　例

　一人暮らしの80代の男性をご支援したケースです。

　何度も「通帳がない」と金融機関へ来店したため、

金融機関から地域包括支援センターへの相談を勧めら

れ、ご本人が来所されました。最近物忘れがでてきたと

自覚があり、包括支援センターでは別居のご家族と連絡

を取りながら、かかりつけ医へ相談をしました。その後、

ご家族と専門医受診し認知症の診断を受けられました。

　ご本人から住み慣れた自宅での暮らしを続けたいと

のご希望があり、必要な支援につなぎました。地域住民

の方にへのご理解と見守り体制をつくり、現在も自宅で

の生活を続けています。

　健康や物忘れの不安を感じたら、早めに対処すること

が大切です。自分のことや家族のことなど気になること

がありましたらご相談ください。

活　動　事　例

　高齢者が安心して生活していくためには、金銭管理や

日常生活に関する契約なども重要です。しかし、認知症

などでこうしたことに自信が持てなくなる方もいらっ

しゃいます。地域包括支援センターでは、成年後見制度

などの制度について、必要に応じて適切に利用できるよ

う支援を行っております。また、将来、意思表示が難し

くなった場合に備え、任意後見制度や、ご自分の医療・

介護・財産のことなどをあらかじめ家族や周囲の人に

伝えるための『エンディングノート』作成の周知活動も

行っています。

　介護する人も介護される人も健やかに暮らしていく

ために、高齢者虐待防止の支援も行っております。虐待

に至る悪循環を改善するため、状況に応じてさまざまな

関係機関と連携して、高齢者・ご家族のかたなど双方に

適切な支援をしています。

　地域包括支援センターはいわき市の委託を受け、ＮＰＯ法人「地域福祉ネットワークいわき」が運営しています。みな
さまがいつまでも健やかに住み慣れた地域で自分らしい生活を送ることができるよう、地域包括支援センターをご利用下さい!!

　主任介護支援専門員、保健師、社会福祉士などの専門家が、お互いに連携を取りながら「チーム」として高齢者の暮らしを

支えています。�

主任介護支援専門員は、みなさま
を支える地域の介護支援専門員（ケ
アマネジャー）へのご提案、支援の
ほか、高齢者のみなさまにとって
暮らしやすい地域をつくるため、さ
まざまな機関とのネットワークづ
くりなどを行っています。

保健師は、介護と医療の両面の視点から
相談対応や支援を行っています。高齢者
が出来る限り自立した日常生活を継続で
きるよう、介護予防や健康増進に取り組
むための支援をしています。また、物忘
れや認知症について正しい知識を広め、
本人、家族、関係機関等の相談に対応し
ています。

社会福祉士の主な役割は、相談対応や
高齢者の権利を守る仕事を行っていま
す。様々な背景を持つ方が、本人らし
く暮らし続けるために必要な支援が受
けられるよう、また、高齢者虐待や消
費者被害など高齢者の権利を守るため、
関係機関と連携し支援をしています。

　１度に6,000歩歩く必要はありません。　１度に6,000歩歩く必要はありません。
１日何回かに分けて歩いても良いです。１日何回かに分けて歩いても良いです。
　毎日6,000歩歩けなくても、少しでも身　毎日6,000歩歩けなくても、少しでも身
体活動を継続した方が良いことがわかって体活動を継続した方が良いことがわかって
いますので、まずいますので、まず
は今よりも少しずは今よりも少しず
つ多く活動するよつ多く活動するよ
うに心がけましょうに心がけましょ
う！う！

出典）�厚生労働省：健康づくりのための身体活動・
運動ガイド2023

1日40分
以上

週3日
以上

散 歩

多様な運動

（約6,000歩以上）

（筋力・バランス・
　柔軟性など）

■�推奨していること（一部抜粋）■

　厚生労働省から高齢者の方の
身体活動や運動の目安（推奨）が
提示されています。

自立生活

地域
リハビリで
いきいき

健康

自立

お近くの お近くの 地域包括支援センター地域包括支援センター にご相談ください にご相談ください

平地域包括支援センター
�いわき市平字梅本21
� （いわき市役所本庁舎内）
☎0246-22-1174　0246-22-7505

中央台サブセンター
�いわき市中央台高久二丁目11-2

☎0246-38-5831　0246-38-5841

泉サブセンター
�いわき市泉町一丁目8-9

☎0246-84-9460　0246-84-9461

小名浜地域包括支援センター
いわき市小名浜花畑町34-2
�� (小名浜地区保健福祉センター内)
☎0246-53-4760　0246-92-5202

四倉・久之浜大久地域包括支援センター
�いわき市四倉町字西四丁目11-3
�� (四倉支所内)�
☎0246-32-2115　0246-32-2258

内郷・好間・三和地域包括支援センター
�いわき市内郷高坂町四方木田191�
� (総合保健福祉センター内)�
☎0246-27-8660　0246-27-8640

常磐・遠野地域包括支援センター
いわき市常磐湯本町吹谷76-1
� �(常磐支所内)
☎0246-43-2151　0246-43-2205

勿来・田人地域包括支援センター
�いわき市錦町大島1
�� (勿来支所内)
☎0246-63-2140　0246-62-2154

小川・川前地域包括支援センター
�いわき市小川町高萩字小路尻19-10

�(小川支所内)�
☎0246-83-1411　0246-83-1329

当法人の
理学療法士
木原です


